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岡山大学病院で治療された 130 例中 71 例（54.6%）が TERT プロモーター変異陽性で、64
例で-124bp G>A、10 例で-146bp G>A の変異であった。TERT プロモーター変異と原発巣の
腫瘍サイズ、腫瘍マーカーの PIVKA-II 高値が相関しており、変異を有する症例の生存期間
は変異を持たない症例より有意に短かった。
委員からは、遺伝子変異量（Tumor mutation burden; TMB）との関連や原発巣との変異の
一致率、がん以外での TERT プロモーター変異などについての質問が出たが、いずれにも適
切な回答が得られていた。
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